












�� � �E�«
C�?�›
Ó�t��
��b�”�h�Š�t�z� �E�«
C�?�w�(	Ò�?�—�›
��M	��”�®�(	Ò�?�—
�	�
M�S� �̄U���������å�t

�•�‡�“�‡�`�h�{�\�w
M�S�p�x�z�{���A�¨�p�?�—�›
��M	��l�o�‹�’�Q�‡�b�U�z
�	��8���x
M�S�w�&�;�›	!�Z�o�T

�’�����å���q���Š�’�•�o�M�”�h�Š�z���������å�Ž�ñ�x	q�Í�z
�	��8���w�¬�ƒ�›�4�Q�o�M�‡�b�{�¬�ƒ�™�x�z�ƒ�®�H�	

�;�•�?�‘� �̄s�r�›
ƒ�”�`�o�×�H	«
…�b�”�z�„	–
��?�>�Ä�À	��s�r�q�x���t���ÿ�`�(	Ò�?�—�›
��”�z�q�M�l�h
¬

�R�¶�U�K�“�‡�b�{�„�w	Ô�ù�z
�	��A�¨�x�����å
²�w�{���A�¨�‘�“�T�s�“�†�X�s�”�w�U�q	Ý�p�b�{�\�w
�	��8��

�¬�ƒ�›�;�t�z� �E�«�Í�É�ç�•�H�	�;�•�?�‘�w���È�Ä�À	��t�‘�”�¥
µ�w�Z�ð�•�?�é�ç� �U
ÿ�Q�o�V�‡�b�{

�y���s�w�Ä�«�‹�z�®
��?�A�¨�U�<�U�“�?�>�E�w
Û�r�U�G�V�X�s�”�¤�z�B�•�Ì�t�þ�t�q�j�z
ˆ�0�S�˜�i�¯�s�r�w

�·�”�ç�µ�Ä�”�«�p�ô�¹�s�H�	�;�•�?�‘�›
b
��`�o�M�‡�b�U�z	«
…	��×
��x�é�.�$�s�&�A�$�Ý�æ�¿�Ä�•�z���™�w

�;�+�Ý�ï�Â�Æ�ï�µ�w�¯�µ�Ä�s�r�Ã�Ý�æ�¿�Ä�›	G
ü�ú�r�p�V�s�M�‡�‡���ÿ�`�o�M�‡�`�h�{�Z�ð
b
��w	Ô�ù�z���ÿ

�Ô�›���Š�o �� �Ô���x�Á	Ú�E�p���ÿ�›�r	†�p�V�”�«�”�æ�ï�¬�~�¦�Ñ
M�S�›�b�;�p�V�‡�b�w�p�z���ÿ�º�0�›	G
ü

�U�|�b�”�h�Š�t�«�”�æ�ï�¬�~�¦�Ñ�b�”�\�q�‹�°�m�w�M�O�p�K�”�q	•�t�`�‡�`�h�{

�y�H�	�;�•�?�‘�w
ƒ�”�›�U�|�b�”�Ì�x�z

�y�y�ƒ�¥
µ�w�Z�ð�•�?�é�ç� �t�0�`�o�z
Æ�A�p�K�•�y�V�l�z�“�…�”

�y�y�„�x�T�^�•�o�‹�f�w	Ô�p���ÿ�d�c�z
ó
:�þ�T�’�_
u�“�›	��“�z	û	O�t
z�±�U�|�b�”

�y�y�…���•�?�‘�w
ƒ�”	Ú�E�•�–�;	Í�w�«�™�z�-	����g�z�á�;�¯�µ�Ä�z��

�4	•�Ú�s�r�›	G
ü�¬�Ý�b�”

�y�y�†�4	•�Ú�z�%�¿�s�r�t�m�M�o�z�]�•�¢�Ê�w
•�ó
í�±�t
ì�Š�b�”

�\�q�t�«�™�`�z���l�h�q�V�t�x�7�/�“�w	«
…
\�Æ�·�ï�»�”�t
ì�Š�`�‡�`�•�O�{

���•�]�q	«
…
\�Æ
ï�ù�·�ï�»�”

�x�� ������������������������

　みなさま、こんにちは。適格消費者団体 NPO 法人ひょうご消費者ネットの吉江直記です。
　この冬は寒い日が続きますね。先日は、雪に見舞われて、平地でも積雪となりましたね。私自身、この
辺りで、こんなに雪が積もったのは初めてではないか、という気がしています。私、雪を甘く見ていました。
雪が降り始めたかと思うと、ほんの1時間や2時間。あたりが真っ白に変わり、別世界となっていました。幸い、
電車で帰宅できましたが、もう少し遅くなっていたら、帰宅難民となっていたかもしれません。
　さて、ひょうご消費者ネットの学習会で大久保育子先生がおっしゃった「知らない人に、自分の個人情報や大切な情報、
例えばクレジットカード番号、携帯電話番号、暗証番号などを教えないで」と啓発するのは、SNS が浸透している現代社会
で「難しい」と言ったことについて、お話を続けます。なぜ「難しい」のか、それは SNSを通じて知り合った人が「知らない人」
ではないからだというのです。例えば、インスタグラムやツィッターを通じて連絡を取り合った人は、すでに「知っている人」。
実際に会ったことがなくても、実際の住所や連絡先を知らなくても、「知っている人」になってしまうのだそうです。だから、
そのような人にも、自分の大切な情報を教えてしまうのだそうです。そこからトラブルに発展してしまうのですね。
 （ひょうご消費者ネット　理事　司法書士　吉江直記）
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〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階 C
TEL：078-361-7201　E-mail：offi  ce@hyogo-c-net.com

�{�•�O�]	«
…	��É�¿�Ä

�È�y �W�y 
Œ

�H�	�;�•�?�‘�w�H�	�;�•�?�‘�w
�ç� �Ä�å�Ò�ç�t�]�«�™�‚�ç� �Ä�å�Ò�ç�t�]�«�™�‚

�2
�y�����å
²�z�×�P�t� �E�«�Í�É�ç�›
ƒ�”�`�h�����E�w
Õ�w�‹�q�›�À	��U�Z�v�o�V�o�z�®
��?

�A�¨�U�<�U�”�w�p�H�	�;�•�?�‘�x�S�˜�{�B�•�Ì�‹�†	ú�¯�q
ƒ�”�›�ç�Š�‡�`�h�{�������ª��

�›�����å�é�”�ï�p�§
÷�O���ÿ�›�¦�˜�`�h�‘�O�p�b�U�G	Î
É�p�`�•�O�T�{ �� �¢�����E�z�‰
Q�£

��

7

兵
協
連
だ
よ
り



ホームページ ●アドレス（URL）：https://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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寒
か
っ
た
今
年
の
冬
も
終
わ
り
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
3
月
は
「
弥
生
」。
弥
生
の
漢
字
「
弥

（
い
や
）」
は
、
ま
す
ま
す
・
い
よ
い
よ
と
い
う
意

味
が
、「
生
（
お
い
）」
は
草
木
が
芽
吹
く
、
と
い

う
意
味
が
あ
り
草
木
が
い
よ
い
よ
生
い
茂
る
月

「
木
草
弥
や
生
ひ
月
（
き
く
さ
い
や
お
ひ
づ
き
）」

が
詰
ま
っ
て
「
や
よ
い
」
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
、
新
し
い
春
の
訪
れ
の
3
月
で
す
が
、

2
月
6
日
に
ト
ル
コ
共
和
国
で
発
生
し
た
地
震
へ

の
物
資
や
医
療
、
教
育
の
支
援
の
た
め
の
寄
付
、

そ
し
て
情
報
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
内
戦
が
続
く
シ

リ
ア
の
人
々
へ
の
人
道
支
援
の
不
可
欠
を
感
じ
て

い
ま
す
。
災
害
や
紛
争
へ
の
対
処
を
通
じ
て
生
協

職
員
と
し
て
平
和
へ
の
願
い
を
考
え
る
毎
日
で
す
。
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ひょうごまるごと健康チャレンジ2022結果報告

　「ひょうごまるごと健康チャレンジ」は運動・生活
習慣・リフレッシュ・食事など、20のコースから選
んだものを継続することで楽しみながら健康な生活
習慣を身につける取り組みです。2022年度は 7 月
20日～11月30日に実施し、昨年を上回る約5,000
人が参加しました。

　連合会の会員生協で構成する「ひょうごまるごと健康チャレンジ実行委員会」では、より多
くの方が自分に適した「健康チャレンジメニュー」をみつけて、継続的に健康づくりができる
ことを目指し、次年度に向けた準備を始めています。

「参加者の」感想から…
● 食事コースを頑張った。間食の量も半分にし
た。その結果、最初は野菜からや間食半分が
苦痛だったが身体が軽くなり楽しくなりまし
た。

● エレベーターを使わず階段を上っていると足
が段々と動くようになりました。

● 塩分控えめ腹八分目で気をつけました。食事
は大切です。

● 食べ物の好き嫌いなくよく噛んで食べていた
ら、タバコをやめることができました。

● 夏休みに毎日頑張って早起きして走ったら足が速くなりました。
● 少しの時間でもストレッチをするように心がけ、呼吸も意識して行った結果、姿勢が
よくなり体の痛みも軽減している気がします。

● マイチャレンジカレンダーをつけるのが楽しかったです。

　連合会の会員生協で構成する「ひょうごまるごと健康チャレンジ実行委員会」では、より多
くの方が自分に適した「健康チャレンジメニュー」をみつけて、継続的に健康づくりができる
ことを目指し、次年度に向けた準備を始めています。
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